
海外研究動向

在外研究の旅・ 1982年4月から1983年3月まで

イギリスのOxfordと

アメリカの Cambridge にて＿＿~

藤井 稔

その I Oxford (1982年4月-1983年 9月）

Henry James —Oxford typifies fo an American, the union of science 

and sense―of aspiration and ease. …… Oxford lends sweetness to 

labour and dignity to leisure. -

1) Flaf 1, Hart Synott House, 

Leckford Rood 

何が幸いするかわからない。 1982年4月中

頃、息子の骨折事故で約ーヶ月遅れの日本出発

の際に、イギリスとアルゼンチンとの間で起っ

たフォークランド紛争は悪化しつつあった。

心理学の研究でオックスフォード大から、 D.

Phil.(ディ．フィル．ここでは博士号を Ph.D.

とはいわずこのように呼ぶ）を獲得したばかり

のYukoKimuraがわれわれの宿を捜していて

くれたのだが、 St.John's Collegeの家族寮に

アルゼンチンの研究者が入る予定のところが、

紛争のため来られなくなり空いているところを

みつけてくれた。

St. John's Collegeはオックスフォード大の

中でも伝統のある (1555年創立）優秀なカレッ

ジの一つで Y~ko の直接の指導者 'Paul Harr-

is (日本の助教授格）がこのカレッジに属して

いることから、このフラット（イギリスではア

パートのことをこう呼ぶ）が当ったというわけ

である。オックスフォードでは子ども連れの宿

捜しはなかなか大変だという中で、まずは幸連

な出だしであった。ベッドルームが一つと居間

が一つとで四人家族には少し狭いが、生活する

にはそれほど困らない広さであった。屋賃も 6

万円ほどでここではそれほど高くはない。家具

はほとんど備えつけであるが、足りないもの、

例えばキャンピングペット、毛布、キャンピン

グ用食器などは心理学のピーター・プライエン

ト教授が借してくれた。

到着した日とその翌日に、 Yukoがオックス

フォードの街を案内してくれた。銀行の口座設

定、種々の店、マーケット、デパート、スーパ

一、それに休日でも開いている店などを彼女が

手際よく教えてくれたので、われわれだけなら、

おそらく 1ヶ月ほどかかることが2日で出来た

ことも、短い滞在期間においては幸いであった。

われわれのフラットは一階で、子どもが 2,30

人は充分遊べるほどの広い芝生の庭があり、そ

の隅には大きなクルミの木が丁度芽を吹き出し、

ときどきリスが訪れ、プラック・バードが群を

なして階上から落されるパンくずをついばんで
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いる。

天気のよい日にはその庭に数家族が出てきて、

肌を焼いたりしながら、ケーキを食べたり、お

茶を飲んだりしながら団らんするのであった。

ここの住人は皆、なんらかの形で St.John's 

Collegeに属している者とその家族であり、数

人のイギリス人（主人はイギリス人でも奥さん

はポーランド人とかカナダ人の家族もいる）を．

除いては、デンマーク、・フランス、カナダ、メ

キシコ、プラジル、アメリカなどからの留学生

達とその家族である。

荷物の整理をしているとイギリス人の工学系

の院生とインフォーメション・センターに勤め

るポーランド人の奥さんが庭から声をかけてき

た。エンジニアの彼は「部屋の暖房設備の操作

が複雑で住人から、しばしば質問されるので遂

に説明書を作った」といって、そのコピーをく

れた。そして一軒おいて隣りの彼らのフラット

に連れていかれ、このテレピは日本製だ、この

時計も、これもこれも日本製だと次々に品物を

指さしながらいった。後に自転車のスパナを借

りたら、これも madein Japanであった。

一般に日本に対する関心は大変高く、丁度そ

の頃 B.B.C.のテレピで戦後の日本のおどろく

べき経済、技術の発展に関する放送を連続して

特集しているときでもあった。

Judoの教室・鈴木メソッドのバイオリン教

室（プライアント教授の 9オの娘も習っていた）

などもある。

2) Department of Experimental 

Psychology 

心理学の建物は自然科学系の建物の並ぶ一角

にあり、コンクリートむき出しの、モダーンな

ものであり、他の建物がレンガ造りの古いもの、

例えば筋向いにある、私の家内の属していた植

物学の建物が中世の城のようなものであるのと

比べて対照的である。これは 1971年に建てら

れたもので、動物学と一緒になっている（ノー

ペル賞受賞者の N.Tinbergenはまだそこに部屋

をもっていた）。

ここでは地階は ALevel, 1, 2, 3階はそれぞ

れB,C, D Levelと呼ばれている。

A Levelには階段教室があり、講義は主とし

てここで行われる。 BLevelには図書館とテク

ニシャンと呼ばれる人々が実験用の機械器具を

製作したり、調整したりしている部屋がある。

C Levelにはゼミ教室とロビーがあり、そこに

はスナック・バーがあって、午前午後の二回の

コーヒー・プレイク、あるいはテー・タイムに

は飲みものがサーピスされ、昼食には軽食が作

られる。学生のほとんどは昼食時には自分の属

するカレッジの食堂で昼食をとるようで、ここ

のロビーを利用するのは主として研究者・院生

である。コーヒー・プレイクには研究室にいる

もののほとんどがロピーに出てきて、種々の情

報の交換をする。それ以外の時間にはそれぞれ

の仕事をして、他の人との交渉はほとんどなさ

れない。

D Levelにはスタッフの部屋があり、外から

の研究者、院生はほとんどが数人の合部屋であ

る。

私の部屋はプライアント教授の前にあり、秘

書のハモンドさんの部屋の隣りにある。数人が

入れるようになっているが、丁度そのときはプ

ライアント教授の研究を手伝っているモーラッ

ク嬢と一緒であった。彼女の名はスコットラン

ド系のものであり、彼女はスコットランドで生

れて、ウェールズから、イングランドに移り、

ロンドン大学を卒業している。ここで得た金を

もとにして、ソシアル・ワーカーの資格をとる

ための勉強をするということであった。こころ
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よい鈴のような響きの英語はその顔とともに

"lovely"であった。

後に、同じイギリス国内でも、ことにイング

ランドとスコットランドとは対抗しあっている

（お金の文様も異なる）のを知って、彼女にス

コットランドとイングランドとウェールズとい

ずれが一番好きかと聞いたら、それは答えられ

ないとかわされてしまった。

ここオックスフォードではこちらから話しか

けない限り、相手から話してくることはほとん

どない（そのためここの人達は冷たいという人

もいるが）が、こちらから話しかけるとその質

問については親切に答えてくれる。モーラック

嬢も同様で、寒暖計はどこで買えるか、市場の

肉屋ではどこがよいか、どんな肉が安くてうま

いか（一般にイギリス人はしまり屋ですこしで

も高い値のものについては、 Oh/terrible/と

かexpensive/とかいう）という具合に質問し

ながら会話の練習をした。しばらくすると「英

語がだいぶ上手になった」などとお世辞をいわ

れた。

しばらく慣れてから、彼女は現在進行中の児

童の読書障害の研究をみせてくれると約束した

のに当日になったら、あれはもう終ったのでみ

せられないといわれた。ここではときどき、こ

のような不可解なことが起る。建物は新しいが

事はなかなかスムーズにははこばないことがあ

るようだ。

D Levelの上には動物実験室があり、許可な

くしては入れないことになっている。

3) Watts Professor Peter Bryant' 

オックスフォード大では各学科には原則とし

て教授は一人しかいないが、ときには有力者が

講座を寄附することがあり、そのときにはその

人の名を冠した Professorが誕生する。心理学

でも Watts夫人の名をとったWatts・professor

というのが正教授 (L.Weiskranz)の他に一人

いる。オックスフォードの教授は大変権威のあ

るものだということはよくきかされた。

Peter BryantはJeromeBrunerの後任とし

てWattsProfessorになったばかりであった。

彼が私を招いてくれたわけだが、正式には教授

会の承認が必要となる。ここには世界、各国と

くに旧英国領からの応募者が多いので招待され

ないこともあるときいていたが幸いにも前年の

10月の教授会で承認された。

有名な D.Broadbentもここに研究室がある

が彼は外部の医系のメンバーだということであ

る。

教員スタッフは全員で30名ほどである。

ピーター（研究室では学生でも教授の名を

first nameで呼ぶ。ただし秘書のハモンドさん

は私のことを終始ProfessorFujiiと呼び、 Vis-

iting Professor Fujiiと他人に紹介した）は

Watts Professorになる前には St.John's Coll-

egeに属し、 Brunerの後任になってからはBru-

nerの属していた WolfsonCollegeのメンバー

になった。彼の最初の弟子PaulHarrisはピー

ターの後任として St.John's Collegeのメンバ

ーになった。先述の Broadbent,それに社会心

理学者の M.ArgyleもWolfsonCollegeのメン

バーである。

ピーターは発達心理学、知覚発達、知覚学習、

認知発達、概念形成、弁別学習、児童の読み、

書きとその障害に関して研究している。 1983

年に創刊される BritishJournal of Develop-

mental Psychologyの編集長となるはずであり

（現在発刊されている）、 Yukoの論文もそれ

に掲載されることになっていた。
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4)講義

講義は主として ALevelの階段教室で行われ

る。

聴講生は主として学部学生で（ときには老男

・女が聴きにきていることもある） 8割以上が

女子学生であり、ことに発達に関する講義は生

理学に関する講義に比べて女子学生が多い。

主な講義に一時間ずつ出席してみたが特徴的

なのはピーターのもので、コーヒーカップを演

台に置いて、ときどき飲みながら、演壇一杯に

動きまわり、体全体を動かして早口でしゃべり

まくり、全く精力的な講義である。それに対し

て学生も熱心に反応しているようで絶えず笑い

が起る。

学生は一般にどの講義でも極めて克明にノー

トをとっている。

社会心理学者の Argyleはそれと対照的に（コ

ーヒーを持参している点は同じだが）、椅子に

座って原稿をみながら、ゆっくりしゃべり、自

分の講義を手持ちのテープレコーダーに録音し

ている。

Paul Harrisはやはり発達の講義だがこれは

ゆっくりと学生にわかるようにていねいにしゃ

べる。

5) セミナー

主なものは次の三つで、一つは学科のもの

（主任教授の Weiskranz主催）、一つは発達の

もの（ピーターの主催）、残る一つは社会心理

学のもの (Argyle主催）である。それぞれ週一

回定期的に、夕方4時頃から、 CLeve-1のセミナ

ー室で開かれる（この部屋には前任の教授達や

外国からきた有名な講演者の写真が壁にかけら

れている。）セミナーの始まる時開は決っている

が終りは特に決っておらずときには遅くなるこ

ともあるが、たいていは 6時頃には終る。

それぞれのセミナーではだれか一人が最新の

研究の発表をし、それについてディスカッショ

ンする。講演者は主として外国からのVisitor・

か、イギリスの他の大学の人々である。それに

ここのスタッフが加わることもある。一学期 8

週間分の講演予定は予め決っているが一・ニ回

はとび入り用にあけてある場合もある。学科の

セミナーは実験的なものが多いがそれには発達

的なものも入っている。

発達のセミナーはもちろん発達に関するもの

が中心であるが自閉症、障害児の研究も入って

いる。

自閉症のセミナーの発表者はロンドンから来

た若い研究者であった。彼はセミナーの始まる

前に私の部屋を訪れ、ロンドンにいる Lona

Wing(彼女の本は邦訳されている）を訪ねるこ

とをすすめた。彼女は日本を訪問したこともあ

り、ロンドン近郊の自閉症児の学校を案内して

くれるだろうとのことであったが、これは時間

がなく果せなかった。このセミナーに出席した

G.Flanagan女史はこの研究室に属し、自閉症

のフィルムを持っているのでみせてあげるとい

うことであったが、彼女は病身で研究室に顔を

出したのは遂にこの一回だけであった。しかし

同じ席にここを卒業してから、 Reading(レデ

ィング）大学で学位をとったJohnRichirがお

り、彼は車で20分ほどいったところにあるPark

Hospitalに勤めて自閉症の治療をしているとの

ことであった。彼はその後、彼の病院でのセミ

ナーで自分の扱っている自閉症児のフィルムを

見せてくれた。その時の出席者からの指摘はそ

の児は本当に自閉症なのか、あまりにも軽症だ

ということであったが、私も同感であった。そ

の後で彼は論文を送ってくれ、また昼食をとも

にしたいということで大学の近くのパプでラン

チを食ぺながら議論をした。彼の立場は行動学
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的なものであり、「それはTinbergenと同じでは

ないか」といったら、彼はむきになって、「Tin-

bergenのはだめだ、自分のは彼のとはちがう」

といって、彼は治療に際しては子どもと一番長

く接触している母親の教育が一番大切だという。

それに対して私は母親はこちらのいうことがな

かなか理解できないので、まず当の子どもとわ

れわれとの間のコミュニケーションを可能にす

ることが最初にやるべきことだと主張して、そ

の内に私の論文を送ると約束した。それから研

究室で毎日タイプをたたいてどうにか要旨の英

訳をして彼をはじめヒ:..!. ターや他のスタッフに

手渡してきた。日本からとどいたビデオテープ

は残念ながら方式が異なり、みせることが出来

なかった。

話が横道にそれたが、社会心理学のセミナー

には精神医学的な臨床に関するものがいくつか

あったのは意外であった。

以上のセミナーでの発表はさすがに経験論の

お国柄だけあって、実験・臨床など実証的なも

のであった。

これらのセミナーには教授をはじめ研究室に

属するものの多くが参加し、また近隣（ロンド

ンもそれに入るが）の大学、病院などからも参

加者があった。

以上のようなセミナー以外に、外国やイギリ

スの他大学から来た人を囲んだセミナーがその

都度に開かれる。これらは主として、ランチ・

タイムに行われ、それぞれがサンドウイッチな

どの軽食を持参して（ピーターなどはトマトを

数個もってきて丸ごと食べながら、これが私の

ランチだという）討論する。

また夕方に院生主催のセミナーもあり、これ

にはお金をとられる（約80円）。このお金は講

師に支払われるらしい。知覚研究の有名なGre-

goryの講演をこの席で聞いた。

定例の場合であれ、不定期のものであれ、タ

方のセミナーではワインがふるまわれることが

ある。

講義や講演やセミナーは学科以外で、例えば

カレッジや他の学科で開かれているものもある。

それらの目録は大学事務局で手に入れることが

できる。

Wolfson College (ピーターなどの属してい

るカレッジ）などでもときどき心理学の講演や

セミナーが開かれる。 J.Brunerの主催するWolf-

son Collegeでの講義は出版され、邦訳もされ

ている (HumanGrowth and Development, 

1976)。

講義への出席は原則として大学事務局でお金

を払って手続きするようだが、もぐりでも聞く

ことは出来る。私の家内などは植物学のDr.Cl-

auesとともにアシュモレアン博物館（オックス

フォードにはいくつかの博物館があるがこれは

最大で大英博物館ほどではないが多くの貴重な

収集品を蔵している。中国、日本などのものも

多い）で夕方から開かれる美術の講義に出席し

ていた。 Claues博士によると、オックスフォー

ドの住人はだれでも大学のメンバーと考えても

よいから、どの講義でも聞くことが出来るとい

うことであった。

6) 食事への招待

I) カレッジでのランチ

到着後まもなく、ピーターが彼の属する Wolf-

son Collegeのランチに招待してくれた。

カレッジの食堂でセルフサービスで自分の好

きなものを運んでくる。彼の奥さんが丁度イタ

リア旅行中で、その内に自宅に招待するとのこ

とであった。中学生のナオミと小学生のエンマ

の二人の娘も一緒で、後に長男の高校生ダニエ

ルが加わった。
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ランチの後、コーヒーを手にしながら、カレ

ッジを案内してくれた。

このカレッジは 1974年に開設された新しい

カレッジで、大学院生と外国から研究者達のた

めのカレッジである。モダーンな建物だが美し

い庭とよく調和し、テームズ川に注ぎこむチャ

ウエル川を庭に引き込んで、庭から Punt(平

底舟で長いポールを使って動がす）を用いてpun-

tingすることが出来る。

彼は庭に咲いている花や廊下に置かれている

花をさして、さかんに "lovely"だろうと自慢

げであった。

ii) ピーターの自宅でのランチ

ピーターのところもわれわれのところも子ど

も達がいるので、彼はランチに一家を招待して

くれた。奥さんはすでに子ども達の学芸会の席

で逢っていた。病院でケース・ワーカーをして

いるとのことであった。

食事は時間をかけて焼いたロースト・ポーク

がメインであり、ピーターがナイフを入れた。

それにかけるソースが珍しいので自分でつくつ

たのかと聞いたら、セインズベリー（スーパー

の名）製だとのこと。プドー酒もアイスクリー

ムも同製のものであった。買い物は週に数回朝

早くピーターが車でセインズベリーに行ってし

てくるそうだ。

食後、森へ連れていってやろうと彼の運転で、

エンマを連れて、少しはなれた岡に登っていっ

た。止ったところには大きな木で組み合わされ

た門があり、彼がその鍵をあけて森の中へ入っ

た。

この森は彼が前に属していた St.John's Co-

liegeの所有のもので、彼はまだ鍵を持っている

らしい。森の中の小径をしばらく歩くとニ・三

家族に出逢った。このカレッジの関係者はとき

どきこのように森を散策するらしい。

その内に、確かここらあたりだがといって、

しばらく探してから、彼の目的地に着いた。そ

こにはみごとなロードデンドロン（しゃくなげ）

の花が丁度盛りであった。森の中で自然に生え

ているこの花を私たちに見せたかったらしい。

さかんに "lovely"だろうと同意を求めた。

「京都には哲学の径というのがあるが、ここ

オックスフォードではどこでも思索に耽る自然

の環境に恵まれていますね。」といったら、彼は

「思索は主に大学でし、ここでは気分転換をす

るのです。」といった。

ill) カレッジのディナー

Wolfson Collegeのディナーヘの招待のとき

は、子どもは同伴できないということで私一人

招かれた。いつもノー・ネクタイのラフな服装

をして研究室に通っていたが（ここでは服装は

全く自由である）、このときだけはネクタイは

しめてくるようにといゎれた。初めは車でpick

upしてやるとのことであったが、時間になって

も迎えにこない。奥さんが車を使っているのだ

ろうと思っていたら、案の定自転車で行こうと

いう。彼は全速力で走るが私も負けじと後を追

ぅ。オックスフォードでは自動車も多いが、未

だ自転車優先のところもあり、曲るときには後

を振り向かずに曲る方向を、手を大きく横に挙

げて示せば、自動車は自転車の曲るのを優先し

てくれる。慣れないと少々こわいが、ピーター

は全速力で走ってこれをやるので、私もそれに

倣う。ディナーの時間には丁度間に合った。彼

は支えのある自転車に私の自転車をもたらせて、

鎖で一緒に結んで（自転車には一般に支えがな

い）、「これで日英合体／」とにこりとした。

まず、カクテルでお互の挨拶が始まり、次い

で食堂で定められた席についた。その日はYu-

koとDr.Lynette Bradley女史とが同席した。

Yukoと私とは招待客でピーターとリネットと
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はともにこのカレッジのメンバーであり、メン

バーはこのようなディナーに数人の知人を招待

出来る。

初めに全員が起立し、誰かが一言挨拶してか

ら、食事が始まった。服装はネクタイ着用とい

うこと以外は平服で、女性もとくに正装はして

いない。後に私たちの息子たちにボランティア

として英語を教えてくれた St.John's College 

に属して法律を勉強している女子学生がやはり

カレッジのディナーに招いてくれたが、そこで

は教授は角帽にガウン、学生もそれぞれの格に

応じたガウン（女子学生も同様）を着ていたの

と比べるとここ WolfsonCollegeではその建物

と同様、規律も新しいもののようであった。

ランチとは異なり、食事はウエイトレスがサ

ーピスしてくれるが、食事が運ばれるたびに、

“サンキュー”という。

ワインも入って皆もだんだん弁が立つように

なる。 Yukoは教育学部の研究生との間でフォ

ークランド紛争のことではなばなしい論戦をく

りひろげている。 Yukoは負けずに大声で話す

がともに早口で話はほとんどわからない。

食後は別室のパーヘ移り、そこでコーヒーを

飲みながら話が続く。私は先述の教育学部の研

究生と話しはじめたら、彼は高校でフランス語

を教えており、休暇をとってここへ来ていると

いうことであった。 Yukoとの論戦のときはほ

とんどわからなかった彼の英語は今度はとても

わかりやすい。だいたい大学の先生を除いて小

・中・高校の先生の英語はわかりやすい。彼の

いうにはよい英語には Queen'sEnglish, Stan-

dard English C B.B.C. の英語）、と OxfordPre-

stige English C上流階級の英語）とがあり、こ

の三者はだいたい同じであると教えてくれた。

私が障害児の研究をしているといったら、

" Warnock Report"を是非よめという。これは

日本の文部大臣に当る大臣であったサッチャー

女史による特殊教育改良に関する諮問にもとづ

き(1973.11) 設置された「障害児•青年の教育

に関する調査委員会（委員長 H.M. Warnock)J 

の報告書である。委員長のウォーノック女史は

ここオックスフォードの高校の先生であり、主

人は大学のスタッフだということで、一度逢っ

てみたらといわれた。

この報告書での提言はイギリスでは高い評価

を受けているが（その後、このことに関しセ聞

いた人々はいずれも同じことをいった）、現在、

お金がなくてまだ実施できないでいる。それな

のにフォークランド紛争には金を使ってとまた

またこの問題にもどって来た。

その頃はテレピのニュースは朝から晩までこ

の問題一色で、イギリスでは他国のことなど放

送しないのかと思ったほどであるが、紛争解決

後は日本と同じようなニュースの放送になった。

夜11時、おひらきとなって、ピーターとは少

し方角が違うから、別々に帰えることにしたが、

私の自転車にはライトがないので彼は自分のを

抜き取って借してくれた。 "Goodnight/~。こ

こへ来て初めて聞いたことばだ。それまでは別

れのことばはほとんど‘、Seeyou tomorrow/" 

あるいは "Seeyou again/"であったから。

IV) ユーコとモーラックとの送別会

モーラックは 9月で契約が切れて、それから

social workerの資格を取るために、ここを去

るということ、ユーコも日本へ帰える決心をし

たことで二人の送別会をピーター主催で中華料

理屋で開くことになった。研究室に属するもの

10数名と私たち二人も招かれた（ただしワリカ

ンで）。皆上手に箸を使う。 9時頃にそこを出

て、 Dr.Paul Harrisの家で二次会が開かれた。

その家は St.John's Collegeの敷地の一角にあ

り、古い塀の中の新しい建物である。ワインが

-16ー



沢山冷やされてあり、彼好みのアフリカの音楽

に合わせてそれぞれがディスコを踊り始める。

ビーターも奥さんもあまり上手ではないが踊っ

ている。私はワインを飲みながら、じっとみて

いるだけ。ピーターの奥さんはなぜあなたの

wifeを連れてこなかったのかという。一人でぽ

つんとしているとモーラックやリネットの主人

（歯医者）が話しかけてくれる。 12時頃に一人

で先に帰った。

V) リネットの家でのディナー

Dr. Lynette Bradley, 彼女はピーターととも

に児童の読書障害とその教育訓練を行っており

"Nature"誌に彼女が firstnameで論文を発表

している。彼女の主人とはモーラックとユーコ

との送別会で知り合ったが、彼がわれわれを招

待したいと申し出た。しかし私の母の急逝で一

時帰国しなければならなかったので、果せない

ままでいた。イギリスを離れる少し前に研究室

に訪ねてきたその彼が、今夜こないかというの

で、それではとでかけた。

彼らは二人ともオーストラリア人で年頃の息

子、娘を一人ずつ持っている。リネットが車で

われわれ四人をピック・アップしてくれて、オ

ックスフォードの古い村などを案内してくれな

がら、遠まわりをして、 St.John's Collegeの

森の近くの、岡の斜面を庭にしたプール付きの

大邸宅に連れて来られた。気楽に夕食を食べな

がら談笑した。主人が日本では男性優位だとい

うことだがというので、私は「小さい頃新聞で

プロンディーというマンガを読んでいたが、少

しも面白くなかった。しかし今や私はダグッド

だ」といったら、主人はひざをたたいて大笑い

して、別室で私の家内と談笑していた奥さんに

も笑いながらそのことを説明した。リネットが

いうにはオーストラリアでは今でも男性優位で

あるが、ここオックスフォードでは全く男女平

等だ。「私はそのような環境にはすぐに慣れる

ことが出来た」と笑った。

彼女の話のように私のみた限りではほとんど

すべての点で男女全く平等で、よくいわれる

lady firstということすらぁまりみられず、例

えば女性が重い荷物をもっているような状況で

も男は傍で見ているだけで助けようともしない

という光景を見たことがあるし、私目身も研究

室で重い書類を持って私の部屋に来る女性を助

けようとしたら断わられたことがある。

一に、オックスフォードではこちらから質

問しないかぎり、相手からの反応はないが、リ

ネットはその点、イギリス人でないせいか大変

親切なところがある。例えば到着早々、ボード

レアン図書館（古く、多くの奇書を所有してい

る有名な図書館）へ入るチケットの求め方を教

えてくれたり、大学公園のアヒルの卵がかえっ

た頃だから、行ってみないかと誘われたりした。

研究についてのディスカッションもよくするが、

自分自身の研究についてはそれが論文として発

表予定が決まるまでは極めて警戒的で、モーラ

ックが実験を見せてくれる予定が変更されたの

は彼女のさしがねらしい。

7) 食事への招待

夏期休暇に入る頃にビーター一家をランチに

招待した。ピーターは国際心理学会が日本で開

かれたとき (1972年）に、日本に来たことがあ

る。多分のり巻きのすしが出るだろうと予想し

てきたが私たちはその予想通り、のりまきと玉

子スープと肉だんごのシチュー（セインズベリ

ー製）を出したが、玉子スープ（この味付けは

日本から持参しただしの素でした）がおいしい

とほめられた。

来年大学に進学するという長男のダニエルは

夏休みに一家で南フランスの借し別荘にいくの
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に自転車で行くのだといって新品の十段ギアの

自転車をみせてくれた。ピーターも同じものを

購入し、息子と二人でフランス到着後（イギリ

スの汽車には自転車を乗せる専用の貨車が付い

ている）、自転車旅行をするのだそうだ（奥さ

んと他の娘二人は自動車旅行）。その練習のた

め昨日プレナム・パレス（チャーチルの生家で

ここから車で30分程のところ）まで往復して、

疲れていた。こんなことぐらいで疲れるのでは

フランス旅行が思いやられると奥さんにひやか

されていた。またギャが十段変速であることも

秘書のハモンドさんにひやかされるもとであっ

た。

しかしこの旅行は成功だったようで、 200マ

イル旅行したところから、絵ハガキを送ってく

れ、それには目的地まで約半分来たとかかれて

あった。

庭のクルミの木の芽が吹き出した頃に到着し

てから、その木の実がかたくなり、葉の落ちる

頃にオックスフォードを去って、次の地、アメ

リカのケムプリッジヘ渡ることになった。不思

議の国のアリスの書かれたときと変わらないテ

ームズ川沿いのメドウによく出かけたが、そこ

にいると異国にいる淋しさよりむしろ離れがた

い懐しさを感じた。

その JI Cambridge (1982年9月,.._,19・83年 3月）

William James -The community stagnates without the impulse of 

the individual. The impulse dies away without the sympathy of the 

community. 

1) 20 Fernald Drive, い2,Cambri-. と呼ばれ、ペッドルームが2つとオックスフォ

dge, Massachusetts ードの場合より広いが、大学の管理するアパー

ハーバート大学が建てられたのは、ピューリ トにしては屋賃が約15万円と民間のそれにくら

タンを乗せたメイ・フラワー1I世号がアメリカ ベても高い。しかも冷蔵庫とガスレンジ以外は

のプリマスに到着してから、わずか20年足らず なにもなく、電燈もここではほとんどがコンセ

である (1636年）。その名の由来する John

Harvardはイギリスのケムプリッジ大のエマニ

ュエル・カレッジの出身で、この地に移住した

多くの人がケムプリッジから来たところから、

この地もケムプリッジと名付けられた。われわ

れのアパートのあたりは通称BotanicGarden 

ントから引いたスタンドでつける。

初めは、ハーバート大学の子ども病院の主任

研究員をしている松宮博士が貸してくれた毛布

などでごろ寝をし、食卓は荷物のダンボールと

いうありさまであった。

東大の大学院生で、 M.I.T.のR.Heldの下で

-18-



研究している下条君に伴われて、とにかくマッ

トと毛布、テープルと椅子などを買い求めた。

丁度移動の時期だと、先住者達のお古を買い求

めることが出来たのだが、少しタイミングがず

れ、結局新品を購入せざるを得なかった。それ

でもなんとか最低限の生活をする用意が出来た。

これらの点はオックスフォードの場合と異なり、

大いにとまどった。

買い物は初めは松宮博士が車でスーパーヘ連

れていってくれたが、車のないわれわれは後に

は買い物用の車を引いて、リュックを背負い、

買いだしに出かけた。

アパートのあたりは第二次大戦直後までは大

学の植物園であったので（前の通りはリンネの

名をとってリネアン通りという）、木も多く、

リスもしばしば訪れる閑静なところであった。

大学の研究室へは歩いて15分程、学バス Cshu-

ttle bus)では 5分程で行ける。

アメリカはことにベトナム戦争以後、どこで

も物騒になったが、「ケムプリッジも、もはや

安全ではない。」ということはオックスフォード

滞在中に、アメリカ人をはじめ諸外国人からお

どかされていた。

2) Department of Psychology 

and Social Relations 

カークランド通りにある15階建てのモダーン

な建物は、他の古いレンガ造りの建物と比べて

一際めだつものである。近くにある経済系の建

物にいる留学生達は「あの建物は周囲のひんし

ゅくを買っている。」とやっかみ半分にいうもの

もある。

このような建物はオックスフォード大の場合

と同様、心理学の隆盛を示すものなのかもしれ

ない。

アメリカの心理学の父であり、ハーバート大

の初代の教授の名をとってWilliamJames Hall 

と呼ばれる (W.J.ホール）。 ドアをあけて入口

を入るとエレベーターの上に先に示したW.Ja-

mesの文が書かれている。エレベーターの左側

にはスタッフの名札があり、 RBrown, Estes, 

J. Kagan, Dunkan Luce, B. F. Skinnerなどと

並んでFの項に M.Fujiiと書かれている。私を

招いてくれた JeromeKaganはそういう点でと

ても気のつく人で IDカード（大学在籍証明書）

もすでに用意されていた（通常このカードを取

得するのにーケ月ほどかかると聞いていた）。

私の部屋は最上階15階の Kagan教授の隣り

の1500室で、それはvisitingprofessor用の一

人部屋であり、他の階に比べて天井も高い。他

の日本人の留学生の多くが合部屋なので、彼ら

からはうらやましがられた。

電話も部屋にひけるようになっていたが、

Kaganの秘書がすべて取り継いでくれる。

私の部屋のすぐ向い側には小さな Hallがあ

り、私が到着してからしばらくして W.James

の大きな肖像画がかけられた（彼の孫が所有し

ていたもの）。そこでは教授会や、公開セミナ

ーなどが開かれ、ときにはパーティーにも使用

される。例えばKaganの誕生パーティーが彼

の研究室に属するもの10数名で開かれ、ハッピ

ー、バースディーの歌で彼を迎え入れ、やや大

きめのアイスクリームを切って皆で食べて、モ

ツアールトのカセット・テープを二本お祝いに

贈った。私は毛筆でお祝いのことばを日本語で

書いてあげたら、大変喜んでいた（慧眼先生へ）。

しかし忙しい中でのこと約30分でおひらきにな

った。簡単ではあるが心のこもったお祝いの仕

方である。

この Hallからは対岸の Bostonが一望でき，

ことに夕焼けと Bostonの夜景は美しい。

Departmentの名の通り、この建物には心理
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学以外に文化人類学や社会学のスタッフも入っ

ている。

6階のセミナー用の部屋には歴代の Profess-

orの写真(James,Miinsterberg, Yerkes, Lan-

gfeld, McDougall, Troland, Pratt, Center, 

Lashley, Boring, G. A. Miller, Bekesy (ノーペ

ル賞受賞者）、 Bruner,Stevens)とここで講義

した人々の写真(Dewey,K6hler, Thorndike, 

Beach, J. R. Oppenheimer, Lindley, Simon, 

Land, Broadbent)が掲げられている。いずれ

も世界的に有名な人達である。なお 1981年に

ノーベル賞を受賞したHubelとWieselは生物

学の部門に属している。

3) セミナー

講義には出席しなかったが、ジェリーCKagan

の愛称、ここでも学生はじめ皆がそう呼んでい

る）のセミナーには丁度9月の学期初めから12

月までほとんど出席した。 R.Brownのセミナー

には翌年の 2月、第二学期の初めに二回ほど出

席した。

ジェリーは 2時間中ほとんどぶっつづけにし

ゃべりまくる。出席者の一人にろうの女子の院

生がおり、ジェリーの隣りの席（テープルは大

きな楕円形である）に坐った手話通訳者が一語

一句通訳している。「二時間続けての通訳は疲

れるであろうから途中で一休みして下さい。」

というろう学生の要求で、一時間で10分の休み

をとることにした。ジェリーはろう学生のため

に特に配慮してしゃべるわけではなく、オック

スフォードのピーターと同様、彼も早口でまく

したてる。ときどき手話通訳者がわからない固

有名詞がでてきたときなどに、通訳者が "Exe-

use me/nといって聞きなおすぐらいである。

質問も出るが、思ってたよりは質問の数が少な

ぃ。ただカルフォルニアのバークレイから来た

女子院生のアリソンだけはさかんにくいついて

いた。アメリカの東部と西部とのちがいであろ

うか。

Brownのセミナーに出席したのは彼に頼まれ

て彼の仕事を手伝ったためである。動詞の意味

を日本人はどうとらえるかを調べることで、私

は英文を訳して日本人の被験者（主として日本

人学校の父母）を相手に dataをとってあげた。

セミナーは初回に私のとったdataをもとに国と

国との比較を論じたが、他の週は彼のもとで研

究した人々が、それぞれ一回ずつ受持って新し

い研究を発表するようである。 3月頃には自閉

児の言語行動についての発表予定があったが私

の帰国後のことで出席できなかった。しかし当

の発表者は Brownを通じてすでに知り合いに

なっていた。彼女はロンドン大学出身で、 L.

Wing, M. Rutterのことなどもよく知っており、

学位論文も Brownの指導の下に自閉児につい

て書き、その後の研究論文の抜き刷を数冊くれ

た。現在は近くのマサチュ..;..セッツ大学の教授

になっており、小さな子どもを持っているので

なかなか大変だということだった。彼女は Bos-

tonにある自閉児の学校を二つ紹介してくれた。

以上の定例のセミナー以外に、ランチ・タイ

ムのセミナー（例えば Estes の主催する Cogni—

tive Lunch)や夕方からのセミナーが心理学の

事務当局から発行される週刊ニュースにのせら

れる。これにはオックスフォードの場合と同じ

く外国や他大学からの講演者が来る。近くの

M.LT. でも金曜日には公開のセミナーがある。

ここでは出席者にコーヒーとドーナッツとが供

せられる。このようなセミナーの講演者は比較

的若い人が多く（ときには Skinnerが講演する

こともあるが）、ほとんど皆が緊張してしゃべ

っているような感じを受けるのはオックスフォ

ードの場合のように若い人でもリラックスして
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しゃべるのとはかなり違うようだ。

4)実験

ジェリーはいくつかのプロジェクトをもち、

それに対する研究費 (grant)をもらい、その研

究を10数人の研究員（学位取得者、学位論文を

書いている者、それから院生、院生を目指して

いる者など）とともに行っている。

彼のプロジェクトの一つは感情の発達に関す

るもので、実験室に 3,4オの子ども二人を入れ、

それぞれの両親は子どもへの積極的な働きかけ

はしないで実験室内のソファーに坐っている。

二人の子どもたちが相互にどのように関係す

るか、また親達とどのように関係するかなどを

隣室からハーフミラーを通して観察し、チェッ

クリストにチェックし、ビデオで録画する。そ

れらの記録は後で分析される。さらに別室で心

拍数、呼吸数などを記録する。丁度それらのデ

ータをパターン化して処理するプログラムの試

験操作に成功して、手をたたいて喜んでいるジ

ェリーに向って、「結果の解釈もコンピュータ

ーでできるか」と聞いたら「いや、それは出来

ない」というので「それはここでやるのだろう。」

と頭を指でたたいてみせたら、「うん、そうだ」

と彼も同じしぐさをして笑った。生理学的状態

がそのときどきの課題でどのように変化するか

を調べて、行動観察の結果とあわせて感情の発

達に関しての研究をすすめている。その実験で

はジェリー自身が陣頭指揮をして観察しながら

それを録音しておき、後で分析する。私も被験

者のくる日・時を聞いて、できるだけ実験に参

加し、子どもの観察と、実験のすすめ方の観察

とを行った。

週一、二回は実験についての討論を私の部屋

の向い側のホールなどで、研究員のほとんどが

集って行う。

皆が種々意見を出すなかで結局はジェリーの

いうとおりに決っていく過程をみて、これがア

メリカの民主々義なのだろうと思った（ホワイ

ト・ハウスにはだれでも入ることが出来るが結

局は大統領の考えるように政治がすすめられる

のがアメリカの民主々義だといった人がいる）。

しかしこのような実験のすすめ方はオックスフ

ォードではみられなかっただけに大変参考にも

なり、うらやましくも思った。ここでも女性が

多い。とくにジェリーの研究室では主任格の Dr.

Steve Reznick以外はすべて女性であった。ま

たR.Brownのセミナーも 8割以上が女性であ

った。

5) パーティーヘの招待

i) ジェリーのディナー

「ディナーに招待しましょう。」とジェリーに

いわれたが、主任研究員のスティープが「私が

ピック・アップしてあげるが、今晩は子どもは

連れていけない。」といわれたので、息子達に留

守番を頼んだ。ここではもし親の留守中に事故

があると親の責任が厳しく問われるとのことだ

ったが、見知らぬ人を頼むよりはいいだろうと

二人を残してスティープの車に同乗した。

その夕は数理心理学者の Estes教授夫妻、同

じ数理心理学者の DunkanLuce教授とそのガ

ールフレンドと称する女性、生物学者のBogo-

rad教授夫妻（彼は全米ーの研究費とスタッフ

を有するという。私の家内が彼のもとで研究し

ており、ジェリーの友人でもある）、それに北

京から留学している Yufuが招かれていた。

正式のディナーの後、飲みものを飲みながら

いろいろと雑談をした。スティープが「実は私

のワイフはジェリーの一人娘で、最近結婚した

ばかりだ、彼女は夕方からも仕事で忙しいので

今日は欠席した。」といった。 Estesの奥さんも
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心理学者でB.F. Skinnerのもとで学位を得たそ

うだ。専門は児童心理学で今は職はもっていな

いがW.J.ホールではよくみかける。 R.Brown

のセミナーにも出席して、いつも一言いう。そ

こでスキナーの二番目の娘デボラをスキナーが

自作のゆりかごで育てたことについて聞いたら、

あれは大変よくできており、育児の雑誌にも紹

介され、その後何人かの人がそれで育てたとの

ことであった。デボラは現在は画家で、結婚し

てロンドンに住んでいるが、彼女の絵はハーバ

ートの生協の絵画部でときどき売られていると

いうことであった。 Estes夫人自身はSkinner

の上の娘を被験者として用いたそうで、彼女は

今は心理学者だそうである。

ii) W.J. ホールでのクリスマス・パーテー

W.J. ホールでのクリスマス・パーティーは例

の私の部屋の向い側の小ホールで開かれたが、

多くの人々が集ってきて身動きならないほどで

あった。そこで“エッグ・ノック”というカク

テル（このようなときよく作られる）を初めて

飲んだ。大変大きなボールに作られているので

皆もおかわりする内にかなり口がまわるように

なった。バークレイ出身のアリソンは帰えりに

バークレイによるならいろいろ教えてあげると

いってくれた。彼女の父親も心理学の教授であ

り、その後帰国時にバークレーに一週間程滞在

したいといったら、会うことをすすめる教授、

訪れるべき大学内の施設、観光場所のことなど

実に綿密な計画をたててくれ、その上ホテルの

予約までしてくれた。

iii) Estes家でのクリスマス・パーティー

クリスマス・パーティーに招待されたその日

は、丁度われわれの経験した第一回目の大雪の

日でW.J.ホールの近くの Estes家へは、車のな

いわれわれは雪道を歩いてでかけた。途中時間

に遅れそうになったので、電話をしてから到着

したら、客はほとんど来ておらず、その代り、

Skinner夫妻が丁度帰えりかけていた。まえに

述べたように B.F. SkinnerはEstesの奥さんの

先生でもあるが、皆が集ったところでは疲れる

ので少し早めに来て早く引きあげるのだろう。

彼の方から握手を求めてきたので、その内あな

たの研究室を訪ねたいがといったら、どうぞど

うぞと大変愛想がいい6実はW.J.ホールのエレ

ベーターではよく同乗し、多分 Skinnerだろう

と思っていたが声はかけないでいた。彼はW.J.

ホールの中にまだ自分の部屋と秘書を持ち、一

日中忙しそうに書きものをしている。義務はな

いらしくときどき M.I.T.で講演したり、新入

生相手に講演したりしている。

その内に客が次第に集って来た。 Estesが数

理心理学者のためか、 M.I:T.の統計関係の人

が数人来た。 M.LT.はハーバート大の近くに

あるがスタッフの性格は大変違うということだ。

M.LT. の教授はかなりフランクにつきあえるが、

ハーバートの教授は権威主義的で、 appointme-

ntなしにはほとんど会えないし、会っても面会

時間は数分だとか留学生達はよく悪口をいう。

アメリカ人の学生でも‘‘ハーバートは notfrie-

ndlyだろう JJなどとそっとささやくこともある

くらいだ。私はその点例外的にいろいろな教授

と接することが出来たが、ことにジェリーは秘

書が気にしても、いつでも心よく話をしてくれ、

こちらの要求にてきぱきと応じてくれた。

このパーティーにはその他、研究室のスタッ

フが多勢来ていた。 R.Brownもその一人で彼に

はこのとき初めて逢ったのだが、向うから近か

寄って来た。「私はあなたの Wordsand Thin-

gsを大学院の学生のときのセミナーで読んだ」

といったら、「英語か日本語か」というので

「英語でだ」といったら、とても喜んでいた。

このことをきっかけに、先に述べたように彼に
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仕事を頼まれることになった。

知覚研究をしている Green教授もきており、

彼は昨年オックスフォードヘ行っていたという

のでピーターの話をしたら、彼もピーターのと

ころにいたのだといってオックスフォードのこ

とを懐しがった。

その他、町の名士らしい人も来ており、「ポ

ストン交響楽団の SeijiOzawaはすばらしい」

などという話も出た。

ここでも日本に対する関心は大きく、ことに

私の家内などは「あなたの英語はわかりやすい」

などとお世辞をいわれていた。

W.J. ホールの同じ15階の住人、社会学の Sto-

ne教授（彼はよく顔を合わせるのに、いつもむ

っつりしており、このとき初めて話をした）は

この家は WilliamJamesの家だったのだと教

えてくれた。少し前まで彼の孫が住んでいたの

をEstes夫妻が買い取ったということだ。三階

建のアメリカ風の建物で、パーティーは一階で

あったが、二階の寝室でコートをぬがされた。

一階にはさすが1こ机の上の心理学者らしく、本

がぎっしりつまっていた。帰国時にコロラド大

学の MikeWertheimer (Max Wertheimerの

息子）を訪ねたとき、彼がいうには（彼もハー

バートにいたことがある）、その地下室でTho-

rndikeが実験をしたはずだといったがこれの真

偽のほどはわからない。

暖房は入っているが暖炉に Estes自身がマキ

をくべ、赤々とした光はクリスマスの雰囲気を

出していた。

まだ雪の降る中を Estes夫人に送られて帰っ

た。

6) 食事に招待

i) ステープ夫妻

ケムプリッジに到着早々、 W.J.ホールから車

で荷物を運んでくれた主任研究員のステープ夫

妻をランチに招いた。雪の降った翌日だったが、

丁度彼らはボストンの街の中から、われわれの

アパートの近くに引越してきたばかりであった。

二人は長いプーツをはいてきたが、ドアをあ

けるとすぐにそれをぬぎはじめた。ジェリーか

ら日本の習慣を教えられたらしい。

ランチだが、ここでは日本食の材料が手に入

りやすいので、テンプラ、スキャキ、ヤキトリ

などを御馳走した。しかし彼らはランチではそ

んなに食べないといって少しずつ食べただけで

ある。事実ステープなどは研究室でバナナー本

とリンゴーこを机の上において、これがランチ

だといって、食べながらコンピューターを操作

していることがよくある。彼らがいうには朝は

トーストと果物、コーヒーで夕食の量もさして

多くないという。厚いピフテキを食べているよ

うに聞いていたのとは大違いである。「日本人

はよく食べる」と逆にいわれた。「それではあ

なたたちがそれほどタフに仕事が出来るのはど

うしてか」と聞いたら、「多分コーヒーのせい

かもしれない」ということであった。

ジャネットはハーバートの商店街の一角にあ

る一寸かわった家具調度品を売っている店に勤

めているが、クリスマス前などは夜も忙しいと

いうことであった。次の新学期からはハーバー

トのビジネス・スクールに入って商売の勉強を

するということであった。

Ii) ジェリー夫妻

彼らもドアを入るとすぐにプーツをぬいだが、

スリッパが用意されていたので「なるほど」と

感心していた。ニュー・ヨーク州製の上等のシ

ャンペンを抜いたら大いに喜んでくれた。だい

たいジェリーはそう病的なところがあるようで、

研究室に朝きたとき、秘書と大声でしゃぺって

いるのが隣室からよくきこえる。そこへ入って
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いくと「Oh/Famous Professor Fujii /」など

といってだきついてくることもある。

ステープ達のときと同じようなランチだが彼

らもあまり食べない。 Natsumeの"・Kok:oro"を

読んだとか（この英訳本は日本でもよい評価を

受けている）、 DoiのAmaeも読んでおり、

"Amae", "Honnll", "Tatemafl"などというが、

はじめはそれが英語だと思ってしまったので何

をいっているのかわからなかった。

ジェリーは現在、北海道大学と共同研究して

いるが、彼のモットーは h紅dworkと他人の新

しい説にはどんなことでも耳を傾けるというこ

とだけあって、日本のことについても大変興味

を持ち、勉強しているようである。

Hard workというのはハーバートのどこの学

部でも共通しているようで、とにかくここでは

皆がよく仕事をし、勉強している。ときには昼

休みの時間も惜んで、また夜遅くまで仕事をし

ているものもいる。その点オックスフォードで

はやるときにはやるが、ティー・タイムとかラ

ンチ・タイムはきちんととって夕方からはほと

んど仕事をしないというのとは異っている。

ジェリーは「日本人はHonn;eとTatema',eと

を使い分けるそうだが、それではあなた方は何

を信ずるのか？」と聞いた。とっさには答えら

れないと夫人がいろいろと解説してくれるが話

はかえって複雑になる。われわれも例を示して

「アメリカ人でも同じではないか」というが、

それがよくわからないらしい。後で考えてみる

とこれは実に面白い問題であるが、もっとよく

考えてみなければならない。要するに彼らは

「日本人はうそをつく。つまり、考えているこ

とということとがちがう。」ということらしい。

質問紙法の発達しているアメリカでの調査が、

そのまま日本で行われるとしばしば異った結果

のでてくることがあるが、そういうこととも関

係するかを聞いたら、「そうだ。」と答えていた。

ill) ユーフー

北京のアカデミーから来ている彼女は、指導

教授がジェリーであるので、彼女の専門は社会

学であるが、ジェリーのセミナーにはいつも彼

の横に坐っていた。ジェリーのディナーで一緒

になってからは、ときどき話をするようになっ

た。

彼女は大学の寮に住んでいるが、片足を少し

ひきずって歩くので、夕食に招待した日は丁度

大雪であったから、どのようにしてわれわれの

アパートに来て、帰えるのか心配していた。彼

女の話では大学の身障用専用バスが、電話一本で、

で、いっ、どこへでもドアからドアまで運んで

くれるのだという。こういうサーピスがいきと

どいているのはうらやましい。学ぶことを欲す

るものにはその欲求が充たされるような環境を

整えるということはあたりまえのことだが、ま

だなかなか実現されているところは少ない。

彼女は基本的単語だけで実に上手に英語を話

す。少し難しい単語になるとわからなくなるが、

それも説明するとよくわかる。

文化大革命で苦労したこと、スキ焼は母に聞

いたことがあること、丁度正月（中国では旧正

月）近くで、日本とよく似た習慣のあることな

ど話がはずみ、冬休みを利用して、仲間達と東

海岸からフロリダを廻って西海岸までドライプ

し、様々の驚きを経験し、それらをわれわれと

同じように多くの写真に撮ってきたのを私達に

みせてくれるのであった。

iV) Bogorad教授夫妻

生物学者の彼は遺伝子に関する会社を二つほ

ど経営しているという。いかにもアメリカらし

い話だ。白系ロシア人で、夫人が小学校の先生

である点はジェリーの夫人と同じである。

小学校の先生の英語はとくにわかりやすい。
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彼らは京都に来たことがあり、“大文字"をみ

たことなど話ははずんだ。ディナーに招いたが

内容はランチの場合と同じであり、ジェリー達

があまり食べなかったのに比べ、彼らは実によ

く食べてくれたので気持がよかった。

V) Lada一家

生物学者の彼はチェコからの亡命者であり

（チェコからは今でも税金の請求がくるそうだ）、

カナダに渡って夫人と結婚した。夫人も今はカ

ナダ人だが父母がポーランドから亡命したとの

こと。彼は東北大に留学したことがあり、日本

人の特徴として“いねむり”（大学院の試問中

にもいねむりしている教授がいたということ）、

と“水虫”をあげ、水虫の薬をとり出して来た。

その後、彼らの家にも招待してくれたとき、

近くの WaldenPond (思想家 HenryThoreau 

がこの近くで思索した）は凍っていた。

VD Dick一家

同じく生物学者の彼はサンフランシスコで結

婚し、南部、東部へと移動してきた。

夫人はサンフランシスコ出身で、同じカルフ

ォルニア州のロサンジェルスの悪口をいう。し

かし Dickの話ではロス出身者はロスの自慢を

し、サンフランシスコの悪口をいうのだという

ことだ。

彼が南部に移ったときには "cultureshock" 

を受けたといったのには驚いた。

私が外国に出かけるときの一つの興味は“甘

え”の著者のいう "cultureshock"をどのよう

に体験するかということであった。それがアメ

リカ人がアメリカの中を移動してそれを感じた

というのだから面白かった。

彼らには小さい子どもが二人おり、奥さんが

洋服店につとめている間（夕方から夜にかけて）、

二人の子どもの面倒をみている。彼がいうには

アメリカで大問題になっている“ホモ・セクシ

ャリティ"は父親の子どもへの働きかけが足り

ないからというので自分もよく子どもの面倒を

みるのだというので、そのことはだれか心理学

者がいったのだろうといったら、“そうだ”とい

って大笑になった。だいたいアメリカ人は心理

学者のいうことに素直に反応するところがある

ようだ。

その後、彼らの家に招かれたときに、その家

が丁度 2つの学区の境界線にまたがっており、

子どもをいずれの学区に入れるかを決める時、

子どものベッドがいずれの学区に入っているか

できめられるということで、よい方の学区に入

る部屋に子ども部屋を移したという話を聞いた。

vii)・バーバラ

彼女はラッツガース大学の生物学の助教授で

現在休暇をとってBogoradの研究室に来ている。

心理学者の夫とは離婚したという。ハーバート

の教授の冷めたいというを示す一つのエピソー

ドを聞かせてくれた。ハーバートの教授の息子

とこの近くの女子大の教授の息子の二人が無免

許運転で事故を起し、大怪我をしたとき、女子

大教授の方は連絡したら、すぐとんできたのに、

ハーバートの教授は翌日になってはじめて来た

というのであった。

彼女は帰り際に、彼女が以前かぶっていた古

い帽子を記念にと家内にくれた。

7) 近所の老婦人

ハーバートに来てから、まもなく、私の息子

達の小学校に FallFoliage Trip (紅葉狩）とい

う広告がでていた；だれでも参加できるという

ので申し込みにいったところ、この地域の学校

終了後の諸活動（老人や小学生を相手にいろい

ろな活動をしている）の責任者の婦人が、これ

は老人会のためのものだと笑ったが、しかし折

角日本から来ているのなら、バスに余席があれ
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ば電話をくれるとのことであった。

結局少しの余席があったので、二人

で来ないかと誘われて、定刻に小学

校の前までいったら、 30人ほどの老

婦人ばかりで、いささかおじけづき

帰えろうと思ったが、折角の機会だ

からと同乗した。約一時間ほど行っ

たところの古いレストランで昼食。

池のほとりの紅葉を楽しんだ。葉は

カナダの国旗と同じ大柄なものであ

るが、池の周囲の紅葉の光景は京都

でよくみるものと大変よく似ていた。

四人の老婦人と同席。

老人達の話はゆっくりしていて大

変わかりやすい。話ははずんで、

本の話をすると大変喜んで聞いてく

Harvard Infant Study 

under the direction of Jerome Kagan, Ph.D. 

at 
日

れた。

みな一人暮しだが、それぞれ仕事

を持っている。例えば献血の手伝い

とか、民宿とか、音楽を教えるとか。

そして一緒に教会に通ったりしてい

る。

その内の二人は私の息子達の小学

校(PeabodySchool)の出身だとい

うので驚いた。この小学校は創立

100周年で数年前に改築されたそう

だ。その一人アイリーンはスイス人

This is to certify that 

戸MrNORU 
has participated in the 

William James Hall 

均~~必

麟

゜
且且

ケーガン博士の下で、ハーバート乳幼児研究に参加

したことの証明書と研究室のメンバーのサイン
と結婚し息子も大きくなったのに今

は二人とも亡くなって民宿を経営している。ア

イルランド出なのでJ.F.ケネディーの熱心なフ

アンである。ケネディーはハーバート大を・出、

ここが地盤であったので、今でも根強い支持が

残っている。小学校の事務室にはケネディーの

写真が掲げられている。私達もイギリスからア

イルランドに渡ったことがあるので、その時の

ことを話をしたら大変喜び、ボストンが京都と

姉妹都市であることもここで初めて知った。

彼女は一度ケネディー図書館へ連れていって

あげると約束した。

だいたい、イギリスでも、アメリカでのその

場の約束が果されることは滅多にない。

しかし帰国も直前にせまったある日、一通の

手紙が届いた。アイリーンからのものである。

「もしよければケネディー図書館へ連れていこ
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う。貴方たちとの約束は決して忘れてはいない。」

というものであった。

約束の時間に彼女は自分の車を小学校の前に

止めて待っていてくれた。

車で約40分、初めはハーバート近くに建てら

れる予定が、マサチューセッツ大学の敷地内の

海岸べりに建てられたケネディー図書館は彼に

関する資料をほとんど収めている。

大統領の生涯という映画もあり、彼女はたび

たびみたので、あなたたちだけで見てきなさい

といって、彼女はししゅうをはじめた。それは

ケネディーが大統領執務室で使用していた椅子

の背もたれにかけられていた布と同じもので、

彼女はこれを何枚も編んではひとにあげている

ということだった。

いろいろな人々との個人的つきあいは、その

国の国柄を裏からも知ることが出来るので、大

変有益である。

8) お別れ

帰国の数日前に、ジェリーの研究室のスタッ

フ全員を家に招待したおかえしに、帰国の前日、

例の私の部屋の向い側の小ホールで私のために

簡単な送別パーティーを開いてくれた。

贈り物としてハーバートの紋入りのカップと

ジョキ、それに額入りの証明書（写真）に全員

がサインしたものをくれた。私は返礼に皆の名

を漢字で、毛筆書きしたものをあげたら大変喜

んでくれた。

そしてジェリーは私が彼の誕生日に日本語で

お祝いを書いてあげた返礼に英語の詩をかいて

くれた。

From a foreign land you came to US 

Under the usual Japanese compliments 

・Just as we began each百therto learn 

I t has become time for you to return 

In harmony, friendship are with all 

as good wishes. 
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